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政
令
第

号

人
事
評
価
の
基
準
、
方
法
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。

人
事
評
価
の
基
準
、
方
法
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
の
能
力
評
価
に
係
る
評
価
項
目
の
う
ち
、
個
別
評
語
を
同
号
に
定

め
る
数
の
段
階
と
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
数
を
下
回
る
範
囲
内
の
数
で
個
別
評
語
の
段
階
を

別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
第
二
項
第
三
号
中
「
五
」
を
「
六
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
の
程
度
が
」
の
下
に
「
当
該
能
力
評
価
に
係
る
職

員
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
発
揮
の
程
度
に
達
し
て
い
る
と
」
を
加
え
、
「
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
も
の
」
を
「
当
該
業
績
評
価
に

係
る
職
員
に
求
め
ら
れ
る
当
該
役
割
を
果
た
し
た
程
度
に
達
し
て
い
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
個
別
評
語
の
段
階
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
個
別
評
語
に
つ
い
て
は
、
内
閣
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総
理
大
臣
が
別
に
定
め
る
段
階
を
付
す
も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
三
項
第
二
号
中
「
及
び
第
三
号
」
を
削
り
、
「
中
位
」
を
「
上
位
又
は
中
位
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員

最
下
位
の
段
階
よ
り
二
段
階
以
上
上
位
の
段
階

第
十
一
条
第
一
項
中
「
面
談
」
の
下
に
「
（
映
像
及
び
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
す
る

通
話
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
通
話
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
同
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項

中
「
勤
務
し
て
い
る
こ
と
」
を
「
勤
務
し
、
か
つ
、
特
定
通
話
を
行
う
た
め
に
必
要
な
電
気
通
信
回
線
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
そ
の
他
の
事
情
」
に
改
め
、
「
交
信
」
の
下
に
「
（
特
定
通
話
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



人
事
評
価
の
基
準
、
方
法
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

○

人
事
評
価
の
基
準
、
方
法
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
三
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
期
評
価
に
お
け
る
評
語
の
付
与
等
）

（
定
期
評
価
に
お
け
る
評
語
の
付
与
等
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

個
別
評
語
及
び
全
体
評
語
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、

２

個
別
評
語
及
び
全
体
評
語
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
数
の
段
階
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
三

当
該
各
号
に
定
め
る
数
の
段
階
と
す
る
。

号
に
掲
げ
る
職
員
の
能
力
評
価
に
係
る
評
価
項
目
の
う
ち
、
個
別
評
語
を
同
号

に
定
め
る
数
の
段
階
と
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該

数
を
下
回
る
範
囲
内
の
数
で
個
別
評
語
の
段
階
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

。一

第
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
事
務
次
官
及
び
こ
れ
に
準
ず

一

（
同
上
）

る
職
に
あ
る
職
員

二

二

第
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
前
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の

二

（
同
上
）

職
員

三

三

前
二
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

六

三

前
二
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

五

３

個
別
評
語
及
び
全
体
評
語
を
付
す
場
合
に
お
い
て
、
能
力
評
価
に
あ
っ
て
は

３

個
別
評
語
及
び
全
体
評
語
を
付
す
場
合
に
お
い
て
、
能
力
評
価
に
あ
っ
て
は

第
四
条
第
三
項
の
発
揮
し
た
能
力
の
程
度
が
当
該
能
力
評
価
に
係
る
職
員
に
求

第
四
条
第
三
項
の
発
揮
し
た
能
力
の
程
度
が

め
ら
れ
る
能
力
の
発
揮
の
程
度
に
達
し
て
い
る
と
、
業
績
評
価
に
あ
っ
て
は
同

、
業
績
評
価
に
あ
っ
て
は
同

条
第
四
項
の
役
割
を
果
た
し
た
程
度
が
当
該
業
績
評
価
に
係
る
職
員
に
求
め
ら

条
第
四
項
の
役
割
を
果
た
し
た
程
度
が
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
も
の

れ
る
当
該
役
割
を
果
た
し
た
程
度
に
達
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
の
各

と
認
め
る
と
き
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
前
項
に
定
め
る
段
階
の
う
ち
当
該
各
号
に

号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
前
項
に
定
め
る
段
階
の
う
ち
当
該
各
号
に

定
め
る
も
の
を
付
す
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り

定
め
る
も
の
を
付
す
も
の
と
す
る
。

個
別
評
語
の
段
階
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
個
別
評
語
に
つ
い
て
は
、
内
閣

総
理
大
臣
が
別
に
定
め
る
段
階
を
付
す
も
の
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員

上
位
の
段
階

一

（
同
上
）

1
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二

前
項
第
二
号

に
掲
げ
る
職
員

上
位
又
は
中
位
の
段
階

二

前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員

中
位

の
段
階

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員

最
下
位
の
段
階
よ
り
二
段
階
以
上
上
位
の

（
新
設
）

段
階

４

（
略
）

４

（
略
）

（
評
価
者
に
よ
る
指
導
及
び
助
言
）

（
評
価
者
に
よ
る
指
導
及
び
助
言
）

第
十
一
条

評
価
者
は
、
前
条
の
開
示
が
行
わ
れ
た
後
に
、
被
評
価
者
と
面
談
（

第
十
一
条

評
価
者
は
、
前
条
の
開
示
が
行
わ
れ
た
後
に
、
被
評
価
者
と
面
談

映
像
及
び
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
す
る

通
話
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
通
話
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
同
項
及
び
次
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
い
、
定
期
評
価
に
お
け
る
能
力
評
価
の
結
果
及
び
そ

を
行
い
、
定
期
評
価
に
お
け
る
能
力
評
価
の
結
果
及
び
そ

の
根
拠
と
な
る
事
実
に
基
づ
き
指
導
及
び
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

の
根
拠
と
な
る
事
実
に
基
づ
き
指
導
及
び
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

評
価
者
は
、
被
評
価
者
が
遠
隔
の
地
に
勤
務
し
、
か
つ
、
特
定
通
話
を
行
う

２

評
価
者
は
、
被
評
価
者
が
遠
隔
の
地
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と

た
め
に
必
要
な
電
気
通
信
回
線
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
そ
の
他
の

事
情
に
よ
り
前
項
の
面
談
に
よ
り
難
い
場
合
に
は
、
電
話
そ
の
他
の
通
信
手
段

に
よ
り
前
項
の
面
談
に
よ
り
難
い
場
合
に
は
、
電
話
そ
の
他
の
通
信
手
段

に
よ
る
交
信
（
特
定
通
話
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り

に
よ
る
交
信

を
行
う
こ
と
に
よ
り

、
同
項
の
面
談
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
同
項
の
面
談
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。




